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五
十
嵐　
仁
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ブ
ロ
グ　

五
十
嵐
仁
の
転
成
仁
語
」
―
掲
載
２
０
１
１
年
７
月
28
日
（
木
）
～
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
こ
の
論
攷
は
、
６
月
12
日
に
新
潟
市
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
原
発
か
ら
の
撤
退
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
な
国
民
世
論
に
！　

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
て
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
っ
た
講
演
の
要
旨
で
す
。『
新
に
い
が
た
』
２
０
１
１
年
６
月
号
、
第
１
７
６
５
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。〕

 　

は
じ
め
に

 　

原
発
は
世
界
に
４
３
５
基
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
１
０
４
基
、
フ
ラ
ン
ス
59
基
、
日
本
54
基
、
ロ
シ
ア
27
基
、
韓
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国
20
基
、
イ
ギ
リ
ス
19
基
、
カ
ナ
ダ
18
基
、
ド
イ
ツ
17
基
、
イ
ン
ド
17
基
、
中
国
11
基
な
ど
。

　

日
本
に
は
55
基
（
商
業
用
原
子
炉
54
基
と
日
本
原
子
力
開
発
機
構
の
「
も
ん
じ
ゅ
」）
が
存
在
す
る
―
そ
れ
は

自
然
に
誕
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
政
治
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
怪
物
」
だ
。
現
在
稼
働
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
う
ち
19
基
。

　

普
通
、
機
械
は
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
る
と
止
ま
る
。
原
発
は
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
る
と
暴
走
を
始
め
、
人
間
に
よ

っ
て
制
御
で
き
な
い
「
恐
ろ
し
い
悪
魔
」
に
変
身
す
る
。

　

こ
の
「
悪
魔
」
を
生
み
出
し
た
の
は
政
治
で
あ
り
、
そ
の
「
悪
魔
」
を
退
治
す
る
こ
と
も
ま
た
、
政
治
の
責

任
だ
。
現
存
す
る
原
発
55
基
の
廃
炉
、
建
設
予
定
14
基
の
白
紙
撤
回
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
日
本
列
島
は
「
地
震
の
活
動
期
」
に
入
っ
て
お
り
、
い
つ
ま
た

東
日
本
大
震
災
と
同
様
の
大
地
震
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
地
震
付
き
原
発
の
一
掃
」
は

急
務
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
再
生
可
能
な
豊
か
な
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
生
か
す

べ
き
だ
―
こ
れ
が
、
本
日
の
話
の
ス
ジ
だ
。

 　

Ⅰ　

原
発
に
関
す
る
俗
論
・「
安
全
神
話
」
の
誤
り

 　
　
　
（
１
）
福
島
第1

原
発
の
事
故
は
地
震
の
せ
い
で
は
な
く
津
波
の
せ
い
だ
と
い
う
弁
護
論
は
間
違
い
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当
初
、
東
電
と
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
原
子
炉
は
揺
れ
に
耐
え
た
が
想
定
外
の
大
き
さ
の

津
波
に
襲
わ
れ
た
た
め
に
電
源
が
失
わ
れ
、
大
事
故
に
至
っ
た
と
説
明
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
東
電
関
係
者
は
「
地
震
の
揺
れ
で
圧
力
容
器
や
配
管
に
損
傷
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
、
津
波
よ
り
前
に
重
要
設
備
が
被
害
を
受
け
て
い
た
可
能
性
を
認
め
た
。

　

日
本
共
産
党
の
吉
井
英
勝
議
員
は
４
月
27
日
の
衆
院
経
済
産
業
委
員
会
で
、
地
震
に
よ
る
受
電
鉄
塔
の
倒
壊

で
福
島
第
１
原
発
の
外
部
電
源
が
失
わ
れ
、
炉
心
溶
融
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
追
及
し
、
原
子
力
安
全
・
保
安

院
の
寺
坂
信
昭
院
長
は
、
倒
壊
し
た
受
電
鉄
塔
が
「
津
波
の
及
ば
な
い
地
域
に
あ
っ
た
」
こ
と
を
認
め
た
。

　

４
月
７
日
に
起
き
た
余
震
で
も
、
青
森
県
に
あ
る
東
通
原
発
は
外
部
電
源
が
す
べ
て
喪
失
し
、
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
は
一
時
動
作
不
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
し
て
も
津
波
原
因
説
の
誤
り
は
明
ら
か
だ
。

 　
　
　
（
２
）
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
暖
化
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
と
い
う
の
も
誤
解

 　

原
発
は
温
暖
化
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ラ
ン
燃
料
を
精
製
す
る
段
階
で
Ｃ
Ｏ
２
が
出
る
。

そ
の
ウ
ラ
ン
燃
料
を
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
）
日
本
ま
で
船
で
運
ぶ
の
で
こ
こ
で
も
当
然
Ｃ
Ｏ
２
が
出

る
。

　

ま
た
、
原
発
で
発
生
す
る
熱
量
の
う
ち
、
発
電
に
使
わ
れ
る
の
は
３
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
。
後
の
３
分
の
２

は
温
排
水
と
し
て
海
に
捨
て
ら
れ
る
。
原
発
は
海
を
温
め
る
こ
と
で
、
直
接
的
に
温
暖
化
を
進
め
て
い
る
。
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そ
れ
に
、
地
球
環
境
の
保
全
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
二
酸
化
炭
素
よ
り
も
放
射
能
の
方
が
ず
っ
と
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

 　
　
　
（
３
）
原
発
は
ク
リ
ー
ン
で
環
境
に
優
し
い
と
い
う
の
は
嘘

 　

原
発
は
ク
リ
ー
ン
で
環
境
に
優
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
に
よ
る
放

射
能
汚
染
と
採
掘
後
の
残
土
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
あ
る
。

 　　

①
採
掘
時
の
問
題

　

採
掘
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
鉱
石
は
精
錬
工
場
に
運
ば
れ
、
細
か
く
砕
か
れ
て
水
で
洗
わ
れ
、
濃
硫
酸
や
ア
ン
モ
ニ

ア
等
の
薬
品
に
よ
っ
て
精
製
さ
れ
る
。

　

鉱
滓
は
池
に
貯
め
ら
れ
た
り
、
野
積
み
に
さ
れ
、
洪
水
に
よ
っ
て
周
辺
の
湖
や
川
に
流
れ
込
ん
だ
り
、
乾
く

と
埃
と
な
っ
て
飛
び
散
り
、
広
範
な
土
地
を
汚
染
す
る
。

　

世
界
で
は
14
カ
国
で
１
０
０
万
ト
ン
以
上
の
ウ
ラ
ン
鉱
石
が
採
掘
さ
れ
、
残
土
は
16
億
８
０
０
０
万
ト
ン
以

上
に
の
ぼ
る
。

　

国
連
科
学
委
員
会
は
人
類
の
最
大
の
被
曝
源
は
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
鉱
滓
（
こ
う
さ
い
＝
か
す
）
に
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
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②
使
用
済
み
燃
料
の
保
管
問
題

　

原
発
は
「
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」「
着
陸
す
る
飛
行
場
も
な
く
飛
び
続
け
る
飛
行
機
」
と
同
じ
で
あ
る
。

原
発
か
ら
出
る
核
廃
棄
物
（
放
射
性
廃
棄
物
）
の
処
理
方
法
を
、
人
類
は
ま
だ
知
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

放
射
能
の
半
減
期
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１
が
８
日
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
が
29
年
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

が
30
年
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
が
２
万
４
０
０
０
年
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
が
約
７
億
年
、
ウ
ラ
ン
２
３
８
に
い

た
っ
て
は
45
億
年
に
も
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
核
廃
棄
物
（『
死
の
灰
』）
は
放
射
能
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
ま
で
、
長
期
間
保
管
し
続
け
る
し
か

な
い
。

　

六
ヶ
所
村
は
一
時
的
な
保
管
場
所
に
す
ぎ
ず
、
最
終
処
分
場
で
は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
に
建
設
す
る
計
画
が
あ

っ
た
が
、
恐
ら
く
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

原
発
は
、
確
か
に
部
屋
の
中
は
綺
麗
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
入
り
口
と
出
口
は
危
険
な
核
の
ゴ
ミ
だ
ら
け

と
い
う
こ
と
だ
。

 　
　
　
（
４
）
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
は
安
上
が
り
と
い
う
の
は
誤
魔
化
し

 　

電
気
事
業
連
合
会
（
電
事
連
）
が
出
し
て
い
る
発
電
コ
ス
ト
の
比
較
で
は
、１
Ｋ
Ｗ
当
た
り
原
子
力
５
・
３
円
、

火
力
６
・
２
円
、
水
力
11
・
９
円
で
、
原
子
力
が
一
番
安
い
と
さ
れ
て
い
る
。
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①
立
命
館
大
大
島
教
授
に
よ
る
試
算

　

立
命
館
大
の
大
島
堅
一
教
授
は
有
価
証
券
報
告
書
を
元
に
、
原
発
に
払
っ
て
き
た
総
コ
ス
ト
を
発
電
実
績
で

割
り
、
そ
れ
に
電
源
開
発
促
進
税
（
１
Ｋ
Ｗ
に
つ
き
37
・
５
銭
。
東
京
電
力
管
内
で
毎
月
約
１
０
８
円
：
国
民

負
担
）
等
の
税
金
（
税
金
投
入
が
多
い
の
が
原
子
力
！
）
を
入
れ
て
計
算
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
電
単
価
は
原

子
力
が
10
・
68
円
、
火
力
９
・
９
円
、
水
力
７
・
26
円
で
、
一
番
高
い
の
が
原
子
力
発
電
だ
っ
た
。

　

立
地
や
開
発
の
費
用
、
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
費
用
だ
け
で
も
11
兆
円
か
か
る
。
電
事
連
の
計
算
で
は
、

原
発
に
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
税
金
が
入
っ
て
い
な
い
。

　

１
９
７
４
年
に
電
源
３
法
（
電
源
開
発
促
進
税
法
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
、
発
電
用
施
設
周
辺

地
域
整
備
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
２
０
１
０
年
度
に
は
、
標
準
的
な
原
発
（
１
３
０
万
Ｋ
Ｗ
）
１
つ
で
、
運
転

開
始
前
10
年
間
に
約
４
５
０
億
円
、
開
始
後
35
年
間
に
約
１
２
４
０
億
円
の
交
付
金
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

い
わ
ば
、
原
発
建
設
の
た
め
の
国
家
的
な
賄
賂
の
よ
う
な
も
の
。
周
辺
自
治
体
は
、
こ
れ
に
買
収
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
。

　　

②
本
来
の
コ
ス
ト
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
コ
ス
ト

　

高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
た
め
の
コ
ス
ト
も
計
算
に
入
っ
て
い
な
い
。
今
回
の
よ
う
な
原
発
事
故

が
勃
発
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
も
「
想
定
外
」
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
膨
大
な
も
の
だ
が
、
コ
ス
ト
と
し
て
は
計
算
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さ
れ
て
い
な
い
。

　

原
発
の
発
電
コ
ス
ト
が
安
上
が
り
と
い
う
の
は
、「
安
全
神
話
」
と
同
様
に
大
き
な
ご
ま
か
し
だ
っ
た
。
原

発
建
設
の
た
め
の
税
金
の
支
出
、
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
た
め
の
費
用
、
大
事
故
に
際
し
て
の
対
策
費
や
賠

償
金
な
ど
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、
原
発
の
コ
ス
ト
は
初
め
か
ら
高
か
っ
た
の
だ
。

　

Ⅱ　
「
原
発
震
災
」
が
提
起
し
た
政
治
の
課
題

 　
　
　
（
１
）
脱
原
発
政
治
へ
の
転
換
は
急
務

 　

①
福
島
第
１
原
発
の
冷
温
停
止
に
向
け
て

　

福
島
第
一
原
発
は
今
も
災
害
が
継
続
中
だ
。
冷
温
停
止
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
の
動
員
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
際
も
、
原
発
労
働
者
の
安
全
と
健
康
の
維
持
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
被
災
住
民
の
ケ
ア
、
と
り
わ
け
子
ど
も
達
の
健
康
管
理
が
重
要
。
福
島
か
ら
の
「
学
童
疎
開
」
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
？

　

放
射
能
汚
染
も
広
が
っ
て
い
る
。
汚
染
範
囲
や
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
の
拡
大
、
汚
染
量
の
蓄
積
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
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チ
ェ
ル
ノ
イ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
場
合
、
半
径
30
キ
ロ
以
内
は
永
久
居
住
禁
止
、
２
５
０
～
３
０
０
キ
ロ
は

立
ち
入
り
禁
止
だ
。
福
島
の
原
発
か
ら
東
京
・
銀
座
ま
で
は
２
４
０
キ
ロ
で
、
こ
の
範
囲
が
立
ち
入
り
禁
止
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

②
「
原
子
力
村
」
は
「
閉
村
」
す
べ
き

　
「
原
子
力
村
」
と
も
言
う
べ
き
政
・
官
・
財
・
マ
ス
コ
ミ
・
学
者
・
裁
判
官
の
癒
着
構
造
が
あ
る
。
そ
れ
を
打

破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

経
済
産
業
省
に
よ
れ
ば
、
幹
部
Ｏ
Ｂ
の
電
力
会
社
へ
の
再
就
職
は
過
去
50
年
間
に
68
人
だ
。
ほ
か
に
も
、
原

子
力
関
連
の
公
益
法
人
や
独
立
行
政
法
人
へ
の
「
天
下
り
」
が
あ
る
。

　

元
凶
は
旧
東
大
工
学
部
原
子
力
工
学
科
で
、「
原
子
力
技
術
者
の
計
画
的
な
養
成
の
た
め
」、
57
年
に
設
立
が

決
ま
っ
た
。
卒
業
生
の
就
職
先
は
日
本
原
子
力
研
究
所
、
電
力
会
社
な
ど
だ
。

　

マ
ス
コ
ミ
も
宣
伝
費
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
広
告
関
連
費
は
09
年
度
で
約
２
５
０
億

円
に
も
な
る
。

　

裁
判
官
で
は
、
東
電
第
二
原
発
の
建
設
許
可
取
り
消
し
裁
判
で
安
全
性
に
お
墨
付
き
を
与
え
た
味
村
治
元
最

高
裁
判
事
が
東
芝
の
役
員
に
天
下
り
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
原
子
力
村
」
を
「
閉
村
」
す
る
た
め
に
、
原
発
ビ
ジ
ネ
ス
を
儲
か
ら
な
い
も
の
に
す
べ
き
だ
。

原
発
利
権
を
一
掃
し
、
電
源
三
法
交
付
金
の
廃
止
、
発
電
と
送
電
の
分
離
、
地
域
独
占
の
廃
止
、
電
力
料
金
決
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定
方
法
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

　

特
に
、
発
電
コ
ス
ト
＋
適
切
な
事
業
報
酬
（
事
業
資
産
の4

・4

％
）
と
い
う
総
括
原
価
方
式
を
や
め
る
こ

と
だ
。

 　
　
　
（
２
）
日
本
に
あ
る
豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
生
か
す
べ
き

 　

日
本
に
は
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
に
あ
る
。
中
小
水
力
、地
熱
、太
陽
光
、風
力
、潮
力
・
波
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
で
の
発
電
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
生
か
す
べ
き
だ
。

　

現
状
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
９
％
で
、
う
ち
水
力
を
除
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
％
、
原
子
力
は
29
％
だ
。

残
り
の
62
％
が
火
力
で
、
う
ち
石
炭
25
％
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
29
％
、
石
油
等
８
％
と
い
う
割
合
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
が
少
な
く
、
資
源
量
も
豊
富
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
少
な
い
日
本
は
原
子
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。
日
本

に
は
豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
資
源
大
国
な
の
だ
。

　

砂
漠
の
国
で
は
、
水
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
で
の
発
電
は
で
き
な
い
。
火
山
や
温
泉
が
な
け
れ
ば
地
熱
発
電
は
難

し
く
、
海
が
な
け
れ
ば
潮
力
や
波
力
発
電
も
不
可
能
だ
。
日
本
に
は
、
そ
の
全
て
が
あ
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
た
め
に
、
森
林
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
り
、
休
耕
田
を
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
最
近
、
鍋
で
お
湯
を
沸
か
し
、
温
度
差
を
利
用
し
て
携
帯
電
話
に
蓄
電
す
る
製
品
が
紹
介
さ
れ
た
。
鍋
で
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発
電
で
き
る
な
ら
銭
湯
で
の
発
電
だ
っ
て
で
き
る
。
ゴ
ミ
の
焼
却
場
を
発
電
所
に
変
え
る
こ
と
だ
っ
て
可
能
だ
。

　

送
電
線
が
な
け
れ
ば
送
電
ロ
ス
も
生
じ
な
い
。
電
気
を
使
う
場
所
で
発
電
す
る
の
が
最
も
効
率
的
。
こ
れ
が

地
産
地
消
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
太
陽
、
風
、
水
な
ど
の
資
源
を
利
用
し
た
小
さ
な
発
電
施
設
を
各
地
に
作
れ
ば

よ
い
。

　

岩
手
県
葛
巻
（
く
ず
ま
き
）
町
で
は
、
風
車
15
基
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
で
１
８
０
％
以
上
の
電
力

を
自
給
し
て
い
る
。
牧
場
で
飼
っ
て
い
る
牛
約
２
０
０
頭
の
排
泄
物
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る
発
電
も
37
Ｋ

Ｗ
だ
。

　

日
本
海
に
は
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ド
（
メ
タ
ン
の
周
囲
を
水
分
子
が
囲
む
固
体
結
晶
）
が
大
量
に
あ
る
。
こ

れ
も
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
は
約
50
年
前
か
ら
地
熱
発
電
技
術
を
開
発
し
て
い
る
。
日
本
企
業
は
世
界
シ
ェ
ア
の
７
割
を
占
め
て
い

る
の
に
、
国
内
で
は
18
ヵ
所
し
か
な
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
世
界
最
大
の
地
熱
発
電
所
を
完
成
さ
せ
た
富

士
電
機
の
世
界
シ
ェ
ア
は
約
４
割
だ
。

　

小
規
模
分
散
型
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
域
の
新
た
な
産
業
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
し
い

雇
用
を
生
み
、
地
方
を
再
生
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
技
術
力
は
高
い
。
さ
ら
に
意
識
的
に
技
術
開
発
を
進
め
れ
ば
、
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
有
力
な
輸
出
産
業
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
３
）
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
を
契
機
に
し
た
新
し
い
社
会
へ
の
転
換

 　

第
一
に
、
脱
原
発
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
転
換
は
全
人
類
的
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
そ
の
先
頭

に
立
つ
べ
き
だ
。

　

震
災
と
原
発
事
故
を
契
機
に
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
す
る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
社
会
の
あ
り
方

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
欲
・
暴
走
資
本
主
義
か
ら
の
転
換
を
め
ざ
し
、
日
本
は
そ
の
先
進
モ
デ
ル

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
に
、
日
本
に
お
け
る
新
し
い
社
会
へ
の
構
造
転
換
が
必
要
だ
。
東
日
本
大
震
災
は
、
中
央
集
権
を
改
め

て
リ
ス
ク
を
分
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
た
。

　

地
方
分
権
・
地
方
の
再
生
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る
新
た
な

地
域
起
こ
し
は
、
経
済
・
産
業
面
で
こ
の
方
向
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

 　

第
三
に
、
新
し
い
働
き
方
を
生
み
出
す
こ
と
に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

節
電
の
た
め
の
ノ
ー
残
業
や
労
働
時
間
の
短
縮
の
動
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
ワ
ー
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ

る
雇
用
の
増
大
に
結
び
つ
け
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
過
労
死
社
会
か
ら
脱
却
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
め
ざ
し
て
い
る
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
人
間
ら
し
い
ま
と
も
な

労
働
）」
の
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
が
重
要
だ
。
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第
四
に
、
新
し
い
社
会
と
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
政
治
の
革
新
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

社
会
や
働
き
方
、
生
活
の
あ
り
方
の
転
換
は
、
政
治
の
転
換
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
政
治
の
あ
り
方
を
刷

新
し
、
新
し
い
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
こ
そ
が
政
治
を
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、
政
治
革
新
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

 　

Ⅲ　

何
が
問
題
だ
っ
た
の
か

 　
　
　
（
１
）
対
米
従
属
―
ア
メ
リ
カ
の
言
う
こ
と
に
疑
い
を
挟
ま
ず
付
き
従
う

 　

日
本
の
原
子
力
開
発
は
、
原
子
爆
弾
開
発
技
術
の
有
効
活
用
を
図
ろ
う
と
し
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
売
り
込

ま
れ
た
も
の
だ
。
日
米
同
盟
や
米
軍
基
地
の
押
し
つ
け
と
同
じ
よ
う
な
構
造
だ
。

　

こ
れ
は
日
本
の
農
業
破
壊
の
構
図
と
も
共
通
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
余
剰
小
麦
の
有
効
活
用
の
た
め
に
、

パ
ン
給
食
を
導
入
さ
せ
て
日
本
人
の
食
生
活
を
一
変
さ
せ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
差
し
金
に
よ
る
米
食
か
ら
の
転
換
こ
そ
が
、
日
本
農
業
衰
退
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
だ
。

 　
　
　
（
２
）
利
益
政
治
―
目
先
の
利
益
に
惑
わ
さ
れ
て
「
大
義
」
や
「
正
義
」
を
見
失
う

 　

自
民
党
政
治
の
悪
弊
は
理
（
理
念
）
よ
り
利
（
利
益
）
を
優
先
す
る
利
益
誘
導
型
政
治
に
あ
っ
た
。
原
発
の
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推
進
も
例
外
で
は
な
い
。

　

保
守
政
治
家
の
多
く
は
原
発
利
権
の
大
き
さ
に
目
が
く
ら
み
、「
買
収
」
さ
れ
た
地
方
政
治
家
が
原
発
推
進
の

先
頭
に
立
っ
て
き
た
。

　

玄
海
原
発
の
再
稼
働
問
題
が
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
玄
海
町
の
収
入
の
７
割
は
原
発
関
連
だ
。
町
長
も
地

元
の
建
設
会
社
出
身
で
、
原
発
利
権
と
無
縁
で
は
な
い
。

 　
　
　
（
３
）
官
僚
依
存
―
政
治
家
が
自
分
で
考
え
ず
全
て
を
官
僚
に
任
せ
て
し
ま
う

 　

自
民
党
政
治
の
も
う
一
つ
の
悪
弊
は
官
僚
依
存
だ
。
原
発
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
無
知
で
、
官
僚
に
丸
投
げ

だ
っ
た
。
そ
の
官
僚
の
方
は
、
天
下
り
先
確
保
の
た
め
に
電
力
業
界
を
指
導
で
き
な
い
。

　

規
制
・
監
督
を
す
る
は
ず
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
下
部
機
関
で
自
立
し

て
い
な
い
。
原
子
力
安
全
委
員
会
は
審
議
会
で
管
理
・
監
督
権
限
を
持
た
な
か
っ
た
。

 　
　
　
（
４
）
共
産
党
排
除
―
正
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
「
共
産
党
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
無
視
し
て
き
た

 　

原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て
指
摘
や
警
鐘
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
共
産
党
の
吉
井
英
勝
衆
院
議
員
は
、

地
震
に
対
し
て
原
発
は
大
丈
夫
か
と
い
う
質
問
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
共
産
党
福
島
県
委
員
会
・
県
議
団
な
ど
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も
申
し
入
れ
を
行
っ
て
、
津
波
に
よ
る
過
酷
事
故
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
政
府
や
周
辺
住
民
だ
け
で
な
く
東
電
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
無
視
さ
れ
た
。
共
産
党
へ
の
偏
見
に
よ
っ
て
、
正
し
い
選
択
肢
が
見
失
わ
れ
た
の
だ
。

 　
　
　

む
す
び　

社
会
の
転
換
を
生
み
出
す
た
め
に
政
治
を
変
え
よ
う

 　

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
、
ビ
キ
ニ
、
フ
ク
シ
マ
と
、
４
度
に
わ
た
っ
て
日
本
は
原
子
力
に
よ
る
大
き
な
犠
牲

を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
に
よ
っ
て
、
核
の
恐
ろ
し
さ
、
被
害
の
悲
惨
さ
を
良
く
知
る
日
本
国
民
こ
そ
が
、
反
原
爆
・

反
原
発
の
ア
ン
チ
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
（
反
核
）
国
家
と
な
る
べ
き
歴
史
的
使
命
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

幸
い
、
新
潟
県
に
は
、
巻
原
発
を
住
民
運
動
で
阻
止
し
た
県
民
の
運
動
が
あ
る
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

柏
崎
刈
羽
原
発
を
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

か
つ
て
日
本
人
は
「
聖
戦
神
話
」
に
騙
さ
れ
、
今
度
ま
た
原
発
の
「
安
全
神
話
」
に
騙
さ
れ
た
。
三
度
騙
さ

れ
な
い
た
め
に
、
物
事
の
真
実
を
見
抜
く
正
し
い
知
識
と
能
力
を
身
に
つ
け
、
日
本
の
政
治
を
変
え
て
欲
し
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
時　

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
長
）　

　
　
　
　

◇現代労働組合研究会のＨＰへ（ＴＯＰ）
http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm


